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1. 主要商品とその特徴

2. 開発・生産体制

3. 産学連携の取り組み

4. 知の好循環・人材の好循環

産学連携の取り組み
~コマツの事例~

コマツ（株式会社小松製作所）
CTO室 技術統括部
高野 史好
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2主要商品（建設・鉱山機械）
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シベリア パイプライン敷設
オーストラリア

無人ダンプトラックシステム

熱帯地 乾燥
＋55℃

極寒地
－50℃

極地
－40℃

熱帯地・砂塵
＋50℃

エチオピア ダム造成インドネシア ジャングルロギング

熱帯地
＋50℃

チリ 銅鉱山（世界最大）
高地 縦２×横４×深さ１km

油を搾り取った砂水の敷き均し

稼働時間︓23時間/日 → 6,000時間/年 → 10年･6万時間稼働
温度環境︓極寒冷地 －50℃〜＋55℃ 熱帯地
高 地︓標高 4,600㍍

カナダ オイルサンド鉱山

過酷な使用環境
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現地組⽴・⽣産の目的
① 顧客の信頼を勝ち取る
② 品質問題の早期解決
③ 現地仕様の取り込み
④ リードタイムの短縮
⑤ 為替リスク対応

地域別の⽣産拠点数 *坑内掘り鉱山機械の現地組⽴⼯場を含む

・・・開発機能を併せ持つ「マザー⼯場」

建設機械・⾞両の主な生産拠点（⾞体⼯場）

米州 欧州
CIS

中近東
アフリカ アジア 中国 日本 合計

36(1) 14(4) 1 13 9 12(4) 85(9)
キャパシタ *セルを除く

発電機モータ

キーコンポーネント（小山⼯場）

ディーゼルエンジン 油圧機器 アクスル

■ 開発と生産の一体化︓開発・生産機能を持つ⼯場＝「マザー⼯場」
■ 主要コンポーネントは日本で開発・生産し、国内で技術革新を生み出す
■ 本体の組⽴は、需要の大きい地域で⾏う  海外生産⽐率66 % (2019年度)

海外

生産率

2017年
度

2018年
度

2019年
度

59% 61% 66%

( )内はマザー⼯場数

ハイブリッドショベル
キーコンポーネント

(湘南⼯場)

旋回電気モータ

グローバル開発・生産体制
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栃木工場

粟津工場

小山工場
コマツカミンズエンジン㈱

郡山工場

茨城工場

湘南工場コマツキャブテック㈱

大阪工場
六甲工場

⾦沢工場 氷⾒工場

主要商品:
• 中・小型油圧ショベル
• 中・小型ホイールローダー
• 中・小型ブルドーザー
• モーターグレーダー
• トランスミッション
• アクスル

主要商品:
• 超大型油圧ショベル

主要商品:
• 中・大型油圧ショベル
• 大型ブルドーザー
• 資源リサイクル機械
• 減速機

主要商品:
• 超大型油圧ショベル
• 超大型ブルドーザー

主要商品:
• 大型ホイールローダー
• 大型ホイールドーザー
• 大型モーターグレーダー
• ダンプトラック
• アーティキュレートダンプトラック

主要商品:
• ディーゼルエンジン
• 油圧機器
• アクスル

主要商品:
• 油圧機器

主要商品:
• コントローラー
• モニター
• KOMTRAX端末
• ハイブリッド建機用コンポーネント
• 情報化施⼯コンポーネント

主要商品:
• フォークリフト
• ミニショベル
• ミニホイールローダー

主要商品:
• 建設機械用キャブ（運転室）
• 排ガス後処理装置の製造

主要商品:
• 鋳鋼品
• 鋳鉄品
• 素形材用型

開発・生産拠点 〈国内〉
2020年3月現在
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東京大学
社会連携講座 (2007~)

東京⼯業大学
組織的連携協定 (2015~)
共同研究講座 (2015~2018)
コマツ革新技術共創研究所 (2019~)

横浜国⽴大学
包括連携協定 (2004~)

⾦沢大学
連携推進協定 (2005〜)

大阪大学
連携推進協定 (2005~)
共同研究講座 (2006~2014)
コマツみらい建機協働研究所 (2015~)

産業技術総合研究所
連携・協⼒に関する協定 (2014~)
Human Augmentation 連携研究室 (2020~)

産学連携マップ 〈国内〉

 開発・生産拠点に近い大学・研究機関との連携
 国内の約30の大学・研究機関と連携

(海外を含めると、40機関以上と連携)
 うち6機関とは「組織」対「組織」の連携体制を構築

2021年1月現在
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http://www.jrl.eng.osaka-u.ac.jp/komatsu/Site/

大阪大学
・建設・鉱山機械の遠
隔化・⾃律化技術 など
FY2015 ~

https://www.titech.ac.jp/news/2019/043914.html

東京⼯業大学
・トライボロジー技術
・機械要素技術 など
FY2019 ~

https://www.aist.go.jp/aist_j/news/pr20200326_2.html

産業技術総合研究所
・人間拡張技術
・人間⼯学技術 など
FY2020 ~
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⾃前主義にとらわれず、大学・研究機関等の研究リソース
（人材、知識、技術、研究インフラ、ネットワーク等）を活用し、
将来ビジネスに必要な技術を創成

具体的なねらい・期待する効果
① 研究成果の商品への適用・実用化
② 社内の技術⼒向上、新たな知⾒の獲得
③ 共同研究等を通じた社内技術者のレベルアップ
④ 学生のコマツに対する認知度・理解度の向上

産学連携のねらい
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アカデミアにとっての研究は、「Whyの探求」
コマツにとって研究は、「Howの探求」①

アカデミアにとってのアウトプットは、「論⽂」、「人材育成」
コマツにとってのアウトプットは、「製品」、「サービス」、「人材育成」②

Why
0%

How 
100%

Why
100%

How
0%コマツ

アカデミア

論⽂ 製品
サービス

人材
育成

アカデミア コマツ

それぞれのアウトプット（それぞれの⽴場）

 まずは、アカデミアとコマツの⽂化・考え⽅の違いを相互理解することが必要
⻑い連携の歴史の中で、信頼関係が醸成され、徐々に歩み寄ることも可能
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大学・研究機関

シ
ー
ズ
技
術
1

シ
ー
ズ
技
術
2

シ
ー
ズ
技
術
3

シ
ー
ズ
技
術
4

シ
ー
ズ
技
術
5

・・・

シ
ー
ズ
技
術
Ｘ



技
術
の
研
究
開
発
・
深
化



技
術
の
社
会
実
装



人
材
育
成
・
人
材
輩
出

 大学とコマツの⽂化・考え⽅の違いを相互理解
 コマツ側ニーズと大学側シーズのマッチング (技術の目利き)

協働研究所・連携研究室など
（コマツ向け技術の開発）

コマツ
《協働研究所・連携研究室などの設置》

 研究成果の商品への適用・実用化
 社内の技術⼒向上、新たな知⾒の獲得
 教員間の横の連携 (研究の高度化)
 人材育成 (コマツ技術者、学生)
 人材流動 (特任教授、社会人Dr.コース、

クロスアポイントメントなど)
 学生のコマツへの理解度・認知度の向上

自
前
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術
1

自
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術
2

自
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技
術
Ｘ

・・・

大学側
コーディネータ

（教授クラス）

コマツ側
大学担当者

（大学出身者など）
橋渡し
人材

横の連携

「組織」対「組織」の連携と言えども、
「個人」の⼒量・裁量は重要︕
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《クロスアポイントメント制度の活⽤》

※ 経産省・⽂科省「クロスアポイントメント制度のススメ」より抜粋

知の好循環・人材の好循環 〈２〉
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※ 経産省・⽂科省「クロスアポイントメント制度のススメ」より抜粋

知の好循環・人材の好循環 〈３〉

コマツみらい建機協働研究所の “二重構造性”
「企業性」 + 「学術性」

役に⽴つ研究 ぶっ飛んだ研究 https://www.eng.osaka-u.ac.jp/department/ja/gsoe/dome/ral-dome/
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ご清聴ありがとうございました。


